
2024 年度 第 1 回 福島復興知学 WEST 

フィールド学習ツアーのしおり 

 

■■■ ⽬的 ■■■  

福島から地理的に離れた近畿地方以西に位置する複数の大学から参加者を招き、大学間交流も踏

まえた福島県浜通り地域でのフィールド学習を通じて、福島復興の過去と現在を学び、そこから国

内広域の⽬線から復興の将来を考える。さらに、このフィールド学習を通じて、参加者各⾃が災害

と復興の歴史を持つ⽇本の将来像を考え、参加者それぞれの社会的役割を考えるきっかけとする。  

 

■■■ ⽇程 ■■■ 

2025 年 1 ⽉ 18 ⽇（⼟曜⽇）〜1⽉ 19 ⽇（⽇曜⽇）  

★各大学生は 18 ⽇の朝（9 時 50 分）に福島駅新幹線改札口に集合 

 

■■■ 参加者数 ■■■  

学生19 名（四⽇市大学、関西学院大学、山口大学）、教員３名  

 

■■■ ⾏程概要および主な訪問先 ■■■ 

⚫ 1/18 福島駅集合⇒東⽇本大震災原⼦⼒災害伝承館⇒東京電⼒廃炉資料館⇒飯舘村 

・東⽇本大震災・原⼦⼒災害伝承館（双葉町） （https://maps.app.goo.gl/H9XLQfsdNuVMFwVn8） 

・東京電⼒廃炉資料館（富岡町）（https://maps.app.goo.gl/bE5tzvVj6VY9YW9x6） 

⚫ 1/19 飯舘村で農業研修⇒図図倉庫⇒福島駅で解散 、福島駅→東京駅→各地域へ帰還 

・復興農学フィールド（飯舘村佐須） （https://maps.app.goo.gl/UzMnykqHsG2oGsHd6） 

・図図倉庫（飯舘村深谷）（https://maps.app.goo.gl/3QWhdGzN1CQvkkjr7） 

 

■■■ 宿泊先情報 ■■■ 

・農業研修館「きらり」(宿泊体験館きこり隣)（Tel：0244-42-1012） 

住所：飯舘村深谷市沢 166-6 (https://maps.app.goo.gl/GoFZiFqe3CSafJhF6) 

 

■■■ 持ち物や費⽤について ■■■   

・洗面⽤具やタオルなど  ・筆記⽤具等  ・汚れても良い服（二⽇⽬の農業研修時に必要） 

・現地にて必要となる費⽤ 5,000 円程度（交通費は除く）（宿泊費および食費は後ほど還付） 

＊交通費、宿泊（朝食と⼣食を含む）、施設⼊館料⾦等は、「大学等の「復興知」を活⽤した⼈材育成

基盤構築事業」から⽀援（後ほど東京大学から登録頂きました口座に振込）いたします。その他、費

⽤負担が発生する場合がありますが、参加者にできるだけ⾦銭的負担が発生しないように⼯夫した

いと考えていますので、ご了解の程をお願い致します。 
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■■■ その他（共有事項・注意事項） ■■■  

・気温や天候に合わせて体温調節できる服装を推奨します（ダウンジャケットなどを推奨）。屋外活

動もありますので、⻑袖・⻑ズボンなど肌を露出しない服装を推奨します（強⾵となることがあり

ますので、スカートはご遠慮ください）。また、徒歩移動および農業研修もありますので運動靴等で

の参加を推奨します。 

・福島県内における移動手段の車にはラゲッジスペースが限られます。あらかじめご了承頂き、

また荷物などは最小限にまとめて頂けますよう、よろしくお願いいたします。 

・2 ⽇⽬は、飯舘村で農業実習を予定。汚れても良い服装（泥汚れしても良いジャージなどを推奨、

⻑袖・⻑ズボンを推奨）と帽⼦等を持参してください。⻑靴と軍手を持っている方は持参推奨。 

・雨や雪の天候を見越して、持ち運びのしやすい雨合⽻やポンチョ持参を推奨します。 

・乗り物に弱い方は、乗り物酔い防⽌薬等をご持参ください。 

・食物アレルギー等で注意を要することがあれば、事前にお知らせください。（連絡先＝ツアー企画

統括 溝口先生） 

・その他、⼼配な点や疑問があれば、下記にご連絡をお願いします。（緊急時連絡先：溝口勝教授） 

・フィールド学習では、復興知事業の報告、本学習の効果向上、および研究⽬的のためにアンケート

への協⼒を依頼します。なお、研究⽬的でのアンケートには不参加も選択可能です。 

・フィールド学習では、学習の様⼦を写真撮影・動画撮影させていただきます。撮影した写真や動画

は、適切に編集後、HP 等を通じて公開されることがあります。また、新聞社などの報道機関からの

取材があり得ます。写真や動画の公開を避けたい方は、事前にお申し出ください。 

 

＜近隣病院情報＞ 

◆浜通り地域の近隣病院連絡先 

 ＝ふたば医療センター付属病院（診療時間は 9 時から 16 時＊救急については 24 時間対応） 

  福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚 817-1 電話：0240-23-5090 

◆飯舘村地域の週末に利⽤可能な近隣病院連絡先 

 ＝阿部クリニック（診療時間は 9 時〜12 時、14 時〜17 時半） 

  福島県相馬市中村 1 丁⽬ 14-2 電話：0244-35-2553 
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福島復興知学 WEST フィールド学習ツアー 全体ロジ 

■■■ 1 月 17 日 ■■■ 

＊各大学所在地から東京都内もしくは福島市内に移動 

 

■■■ 1 月 18 日 ■■■ 

08：07 東京駅発（やまびこ 127 号）（上野駅発は 08：13） → 福島駅へ（9 時 45 分到着予定） 

09：50 福島駅新幹線改札口に集合 → レンタカーで伝承館へ（⽬標：10 時 00 分出発） 

 ＊大学間交流のため、学生をランダムに配車しています。名簿の配車情報を参照してください。 

 ＊C 号車（杉野号）は道中、食材などの買い出しを⾏う。 

12：00 伝承館到着 双葉産業交流センターにて昼食 

13：00 伝承館見学 

14：00 震災遺構「請戸小学校」を見学 

15：00 廃炉資料館に移動 

15：30 廃炉資料館見学/食材購⼊班はさくらモールとみおかで食材調達 

16：30 飯舘村に移動開始 → 飯舘村の宿泊施設（農業研修館きらり）へ 

18：30 宿泊施設到着、チェックイン。⼣食（および翌朝食）準備開始＆随時ローテーションで⼊浴 

20：00 ⼣食会開始予定。振り返り学習＋交流会＋星空観察 

22：30 初⽇⾏程終了予定 → 片付け ＆ 就寝 

 

■■■ 1 月 19 日 ■■■ 

06：00 起床 → 掃除と出発準備 

07：00 朝食 

08：00 宿泊施設をチェックアウト → 佐須の農業体験現場に向けて出発 

08：30 農業体験研修開始 

11：30 農業体験研修終了予定 → 片付けなど 

12：00 図図倉庫に向けて出発 

12：30 図図倉庫にて昼食と見学会 

14：00 見学会終了予定 → 福島駅に向けて出発 

15：00 福島駅到着予定、解散 

 

＜農業体験内容＞ ＊4 グループに分かれて下記の 4 つの作業を順番に交代しながら実施 

1) ブドウ苗木の剪定（各大学の名札を付けて成⻑を WiFi カメラで観察。秋に収穫し、醸造後のワイン

を楽しむ） 

2) 堆肥とカキ殻の散布 

3) 堆肥とカキ殻の鋤き込み（耕耘機を使⽤） 

4) WiFi カメラの設定と設置 

 

＜福島駅発の新幹線⽬安＞ ＊東京駅まで 

15：16 やまびこ 144 号（16：48 東京駅着） 

15：51 やまびこ 60 号 （17：24 東京駅着） 

16：16 やまびこ 146 号（17：48 東京駅着） 

16：28 やまびこ 216 号（18：16 東京駅着） 

17：02 やまびこ 148 号（18：36 東京駅着）（18：51 のぞみ 59 号）＊山大最終 

 

までい大学 Madei University 



＜福島県マップ＞ 

 

参照：東京福岡県⼈会「福島ふるさと MAP」(https://fukushima-kenjinkai.net/map) 

＜飯舘村マップ＞ 
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